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―湾岸・アラビア半島地域ニュース― 
カタル・バハレーン：両国横断道路建設計画に関する覚書締結 （9月 30日付カタル報道） 

 

1. カタルとバハレーンを結ぶ海上横断道路建設計画に関し、カタル・バハレーン幹線道路

基金と企業連合は、事業概要に関する了解覚書に署名した。 

 

2. 同計画によると、同幹線道路は、カタル北西部に位置するRas Esheiriとマナマ南に位

置する Askar Village を結ぶ約 40km となる。幹線道路は、複数の車線及び緊急用ルー

トの他、将来的に両国の首都を結ぶ高速鉄道用線路から構成される。道路建設工事は、

約7ヵ月後の来年5月に開始され、4年後に完成予定で、総事業費は20億ドル程度と見

られる。技術面等事業の詳細を含む最終的な契約は4ヶ月以内に締結される。 

 

3. 企業連合は、フランスのVinci社、カタルのアル・ディヤール社の他、複数の国際企業

で構成される。覚書には、同基金のアハマド・ハサン・アル・ハマディー会長（在カタ

ル・バハレーン大使）と、フランスVinci社の湾岸担当マネージャーYanick Garillon

氏が 29日までに署名した（注：署名日を27日とする報道もある）。 

 

4. アハマド・ハサン同基金会長は、横断幹線道路は両国の建設的協力関係における新たな

飛躍であり、両国及び両国民の絆の強化に資すると述べた。 
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